
　都産技研は平成 29 年度も、製品開発、販路拡大、企業間の交流を促進することを目的としたビジネスマッチング会
「東京イノベーション発信交流会 2018」を開催いたします。
　東京イノベーション発信交流会では、都産技研の利用企業など技術力の高い中小企業 55 社（予定）が自社の製品・
技術を紹介する展示会をはじめ、基調講演や都産技研、大学など６機関による技術シーズ発表会も開催いたします。
あわせて、都産技研の技術相談会や連携機関の支援事業紹介も実施いたします。
　平成 28 年度の発信交流会出展者からの声では、自社の課題を解決できる製品や技術を探しに来ている企業と多く
の交流ができ、有意義な交流会であったと好評をいただきました。多くの皆さまのご来場をお待ちしています。

〈開催概要〉
◆開催日時：平成 30 年２月２日（金）
　　　　　　10：00 ～ 17：00
◆会　　場：（地独）東京都立産業技術研究センター 本部
　　　　　　（東京都江東区青海 2-4-10）
◆参 加 費：無料
◆申込方法：下記ホームページ内の「参加申込フォー

ム」、もしくはご案内チラシ裏面の FAX
申込書により、お申し込みください。

（※当日受付も可能ですが、面談は事前申込の方が優先です）。
◆詳細については、Web サイトをご覧ください。
　http://www.iri-tokyo.jp/site/jigyou/tokyo-innovation2018.html

〈プログラム〉
■展示会  11：00 ～ 17：00
　中小企業 55 社（予定）が製品・技術を紹介します。
■基調講演「現場力を鍛える」 10：00 ～ 11：00
　株式会社ローランド・ベルガー会長 遠藤 功 氏
■技術シーズ発表会 13：30 ～ 16：30
　都産技研や連携する大学が技術シーズを紹介します。
●技術相談会 11：00 ～ 17：00
　都産技研の研究員が出展者・来場者の技術相談に対

応します。
●支援事業紹介 11：00 ～ 17：00
　大学・研究機関、支援機関、行政機関、金融機関の

中小企業支援事業を紹介します。

〈前回の開催概要〉
◆開催日時：平成 29 年２月 16 日（木）
　　　　　　10：30 ～ 17：30
◆会　　場：（地独）東京都立産業技術研究センター 本部
　　　　　　（東京都江東区青海 2-4-10）
◆出展企業：69 社
◆来 場 者：280 名
◆成約（見込みも含む）：32 件

（※当日出展企業アンケートにより）

◆出展者の声
　●的確な助言と機器の提供を受けた
　●しっかりとサポートしていただいた
　●課題を解決できる製品や技術を探しに来ている
 企業が多い
◆来場者の声
　●製品に使えそうな素材がありました
　●皆さまの着眼点に脱帽です
　●落ち着いた環境で深い話ができて良かった

都産技研ならではのビジネスマッチング会

前回の開催実績

その１：「見える化」支援

　都産技研の利用企業の方から、「海外の展示会ではデータがすべてで、自社の優位性を具体的に数値で示さなければ、
評価してもらえないのが実情であったが、都産技研での試験データを見せたところ、製品への評価が高まった」との声
がありました。
　企業の保有技術の優れているところについて、都産技研の客観的な評価データを持って説得力のある PR を後押し
することが、都産技研ならではの「見える化」支援です。

その２：技術力の高い出展企業

　都産技研では現在、「環境・エネルギー」、「生活技術・ヘルスケア」、「機
能性材料」、「安全・安心」の重点４分野における中小企業の成長産業分野
への参入を支援するとともに、製品化・事業化を促進する活動を強化して
います。前回に続き、今回の出展企業 55 社も重点４分野における社会課
題の解決につながる製品・技術を展示します。
　また、今回の出展企業も一般公募ではなく、都産技研の各技術分野、製
品開発支援ラボ、および連携機関の推薦を通じて募集いたしました。
　●都産技研を利用している、または都産技研と共同研究をしている企業
　●大学と共同で最先端の研究開発を進めている企業
　●支援機関や行政機関から推薦を得た企業
　●金融機関から推薦を得た企業
　技術力の高い出展企業が一堂に会しますので、実りの多いマッチング会
が期待されます。

　前回の「東京イノベーション発信交流会」では、幅広い業界から 280 名の方が来場し、会場内は活気に溢れました。
都産技研が初めて主催するビジネスマッチング会でしたが、連携機関をはじめ多くの方々に協力していただき、ビジネ
スパートナーとの出会い・交流の場として、たくさんの来場者・出展者の方に満足していただくことができました。

　前回の出展企業アンケートによりますと、「見える化」支援に対する「満足・やや満足」が 90% となり、非常に高い
満足度を得ることができました。

「見える化」支援の仕組み
　出展企業には、担当の都産技研職員を選任し、担当
職員が発信交流会当日まで、出展企業の保有技術の優
位性を明確化するために技術相談、依頼試験、機器利
用などの技術支援サービスを実施します。それらの成
果を展示内容に反映することで、来場者により効果的
に PR することができ、新規顧客獲得につながります。

◆東京イノベーション発信交流会に関するお問い合わせ先

　交流連携室　　電話：03-5530-2134　　E-mail：sangakuko@iri-tokyo.jp

前回の会場の様子 出展企業ブースに都産技研
職員が立ち会い、技術情報を

わかりやすく解説

〈パネル展示〉 〈都産技研の技術シーズ紹介〉 〈デモ機の展示〉

重点４分野の
テクニカルキーワード

都産技研主催のビジネスマッチング会
東京イノベーション発信交流会 2018

開催案内
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